




機器表（２）

機器番号 機　器　名　称 機　　　　器　　　　仕　　　　様
電 気 容 量

台　数 設 置 場 所 備　　　　考 機器番号 機　器　名　称 機　　　　器　　　　仕　　　　様
電 気 容 量

台　数 設 置 場 所 備　　　　考
φ V kW φ V kW

ACP-6 空冷マルチパッケージユニット マルチパッケージ形空調機 屋外機 冷暖切換 寒冷地用 1 屋上 コンクリート基礎建築工事 GHB－1 ガ ス 暖 房 熱 源 機 屋外壁掛形・強制給排気タイプ（不凍液） 保管庫 系統 1 100 0.18 1 屋外

冷房能力 47.4 kW ( 56.0 kW ） (冷房) 3 200 14.80 （1,400×500×300H） 暖房能力 23.3 kW ガス消費量　27.3 kW

暖房能力 36.0 kW ( 67.0 kW ） (暖房) 3 200 16.50 循環ポンプ・膨張タンク内蔵

圧縮機：(4.26kW×2)+(5.47kW) 送風機：(0.24kW×2)+(0.34kW) 遮断器容量：75A+60A (極低) 3 200 30.10 リモコン，配管カバー，防振壁掛セット

※国土交通省告示第1447号によるアンカーボルトの算定をし転倒防止措置を講じること

ACP-6-1 空冷マルチパッケージユニット 4方向カセット形 屋内機 2 3階　オープンラボ3-1

冷房能力 4.6 kW ( 6.3 kW ） (冷房) 1 200 0.09 EH-1 電 気 パ ネ ル ヒ ー タ ー 壁掛形、SUS製 1 200 1.0 2

暖房能力 6.5 kW ( 7.5 kW ） (暖房) 1 200 0.08 暖房能力 1.0 kW サーモスタット内蔵

風量 1,020 m3/h

EH-2 電 気 パ ネ ル ヒ ー タ ー 壁掛形、SUS製 1 200 1.5 2

2階　女子トイレ

ACP-6-2 空冷マルチパッケージユニット 4方向カセット形 屋内機 2 3階　オープンラボ3-1 ※実験機器用 暖房能力 1.5 kW サーモスタット内蔵

3階　男子トイレ

冷房能力 4.6 kW ( 5.0 kW ） (冷房) 1 200 0.05

暖房能力 - kW ( 5.6 kW ） (暖房) 1 200 0.05 EH-＊ 各 共 通 事 項 (1) 専用プラグ付とする。 (4) 電気容量は原則として表示された数値以下とする。

風量 840 m3/h (2) ルームサーモスタット、その他付属品一式共とする (5) 設定室温は各トイレ 15℃とする。

(3) 冬期以外通電を遮断すること。(電気設備)

ACP-6-3 空冷マルチパッケージユニット 4方向カセット形 屋内機 2 3階　オープンラボ2-1

冷房能力 4.2 kW ( 6.3 kW ） (冷房) 1 200 0.09

暖房能力 6.6 kW ( 7.5 kW ） (暖房) 1 200 0.08

風量 1,020 m3/h

ACP-6-4 空冷マルチパッケージユニット 4方向カセット形 屋内機 2 3階　オープンラボ2-1 ※実験機器用

冷房能力 5.5 kW ( 6.3 kW ） (冷房) 1 200 0.09

暖房能力 - kW ( 7.5 kW ） (暖房) 1 200 0.08

風量 1,020 m3/h

ACP-6-5 空冷マルチパッケージユニット 4方向カセット形 屋内機 2 4階　オープンラボ4-1

冷房能力 4.8 kW ( 5.0 kW ） (冷房) 1 200 0.05

暖房能力 5.0 kW ( 5.6 kW ） (暖房) 1 200 0.05

風量 840 m3/h

ACP-7 空冷マルチパッケージユニット マルチパッケージ形空調機 屋外機 冷暖切換 寒冷地用 1 屋上 コンクリート基礎建築工事

冷房能力 21.2 kW ( 28.0 kW ） (冷房) 3 200 8.32 （1,400×500×300H）

暖房能力 2.0 kW ( 33.5 kW ） (暖房) 3 200 8.82 ※実験機器用

圧縮機：5.47kW×2 送風機：0.22kW×2 遮断器容量：60A (極低) 3 200 16.40

ACP-7-1 空冷マルチパッケージユニット 天吊形 屋内機 2 1階　オープンラボ4-2 ※実験機器用

冷房能力 10.6 kW ( 11.2 kW ） (冷房) 1 200 0.10

暖房能力 1.0 kW ( 12.5 kW ） (暖房) 1 200 0.10

風量 1,320 m3/h

ACP－＊ 空冷マルチパッケージユニット (1) 外気条件　　夏（DB） 31.4℃（WB）24.5℃　　冬（DB） -19.1℃（WB） -19.4℃ (10) 屋内機は多機能リモコン、ドレンアップメカ、エア－フィルタ－(標準品)、

(共通事項) (2) 室内条件　　夏（DB） 26.0℃（WB）18.7℃　　冬（DB） 22.0℃（WB） 13.9℃ ドレンパン(メ－カ－標準品)付とする。

(3) 冷暖房能力は計算値であり、機種選定に当っては、配管長・温度等で補正を行うこと。 (11) 屋内機ドレン管にはエアカットバルブを取り付ける。

(4) （　　）内数値は，JIS B 8616に規定された定格能力。 (12) 予熱時外気取入れ停止制御用アダプター付とする。

(5) 機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。 (13) リモコンケーブル、屋内機・屋外機の渡り配線及び、屋外機一次電源送り

(6) 電動機出力は原則として表示された数値以下とする。 工事は本工事とする。

(7) 屋内機は防振吊金物付，屋外機は防振架台付とする。 (14) 集中管理コントローラーに監督職員が指示するタイマー設定を入力すること。

(8) 屋外機は防雪フード(ステンレス製)付とする。（吐出・吸込）

(15) 集中管理コントローラー配線は7号館の1階PSに設置されている高置台（Ｈ300mm，溶融亜鉛メッキ仕上げ）付とする。

機器に接続すること。(9) 冷媒は新冷媒(R410A)を使用し、インバ－タ－使用機器は機器側で

(16) 記載風量は参考値とし、強運転での数値とする。高調波対策を施すこと。

1階　男子トイレ　

4階　女子トイレ

ACP-3, 5, 7系統に関してはタイマー設定運転を除外とすること。
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機器表（２）

機器番号 機　器　名　称 機　　　　器　　　　仕　　　　様
電 気 容 量

台　数 設 置 場 所 備　　　　考 機器番号 機　器　名　称 機　　　　器　　　　仕　　　　様
電 気 容 量

台　数 設 置 場 所 備　　　　考
φ V kW φ V kW

EH-1 電 気 パ ネ ル ヒ ー タ ー 壁掛形、SUS製 1 200 1.0 2

暖房能力 1.0 kW サーモスタット内蔵

EH-2 電 気 パ ネ ル ヒ ー タ ー 壁掛形、SUS製 1 200 1.5 2

2階　女子トイレ

暖房能力 1.5 kW サーモスタット内蔵

3階　男子トイレ

EH-＊ 各 共 通 事 項 (1) 専用プラグ付とする。 (4) 電気容量は原則として表示された数値以下とする。

(2) ルームサーモスタット、その他付属品一式共とする (5) 設定室温は各トイレ 15℃とする。

(3) 冬期以外通電を遮断すること。(電気設備)

ACP-7 空冷マルチパッケージユニット マルチパッケージ形空調機 屋外機 冷暖切換 寒冷地用 1 屋上 コンクリート基礎建築工事

冷房能力 18.5 kW ( 22.4 kW ） (冷房) 3 200 5.96 （1,400×500×300H）

暖房能力 - kW ( 26.5 kW ） (暖房) 3 200 6.39 ※実験機器用

圧縮機：5.47kW 送風機：0.34kW 遮断器容量：60A (極低) 3 200 11.00

ACP-7-1 空冷マルチパッケージユニット 天吊形 屋内機 2 1階　オープンラボ4-2 ※実験機器用

冷房能力 9.2 kW ( 11.2 kW ） (冷房) 1 200 0.19

暖房能力 - kW ( 12.5 kW ） (暖房) 1 200 0.19

風量 1,590 m3/h

ACP－＊ 空冷マルチパッケージユニット (1) 外気条件　　夏（DB） 31.4℃（WB）24.5℃　　冬（DB） -19.1℃（WB） -19.4℃ (10) 屋内機は多機能リモコン、ドレンアップメカ、エア－フィルタ－(標準品)、

(共通事項) (2) 室内条件　　夏（DB） 26.0℃（WB）18.7℃　　冬（DB） 22.0℃（WB） 13.9℃ ドレンパン(メ－カ－標準品)付とする。

(3) 冷暖房能力は計算値であり、機種選定に当っては、配管長・温度等で補正を行うこと。 (11) 屋内機ドレン管にはエアカットバルブを取り付ける。

(4) （　　）内数値は，JIS B 8616に規定された定格能力。 (12) 予熱時外気取入れ停止制御用アダプター付とする。

(5) 機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。 (13) リモコンケーブル、屋内機・屋外機の渡り配線及び、屋外機一次電源送り

(6) 電動機出力は原則として表示された数値以下とする。 工事は本工事とする。

(7) 屋内機は防振吊金物付，屋外機は防振架台付とする。 (14) 集中管理コントローラーに監督職員が指示するタイマー設定を入力すること。

(8) 屋外機は防雪フード(ステンレス製)付とする。（吐出・吸込）

(15) 集中管理コントローラー配線は7号館の1階PSに設置されている機器に高置台（Ｈ300mm，溶融亜鉛メッキ仕上げ）付とする。

接続すること。(9) 冷媒は新冷媒(R410A)を使用し、インバ－タ－使用機器は機器側で

(16) 記載風量は参考値とし、強運転での数値とする。高調波対策を施すこと。

1階　男子トイレ　

4階　女子トイレ

ACP-3, 4, 7系統に関してはタイマー設定運転を除外とすること。

(17) ACP-3, 4, 7系統は冬期間も冷房運転を可能とする。
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備　考

※温水入口温度６５℃　温水出口温度５５℃とする｡　※サーモバルブ､レタンコック付とする｡

ＶＬＸ４９/４９-ＶＸ　１,１００Ｌ

参考型番

保管庫 １１５×１５２,８００１ ５

室温
台数タッピング

[Ｗ][℃]

暖房能力
室　名階

放熱器表
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２５

４０(床下ピット)
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３２

３２

２５

２５

D

(鋳鉄蓋)

浸透桝(塩ビ製)２００φ×１,０００Ｈ

吊金具

▽ＦＬ

▽天井

空冷マルチパッケージユニット屋内機設置参考図　NO SCALE

2
,
5
0
0

屋内機(天吊形)

1,580

振れ止め

屋内機(4方向カセット形)

950

▽天井

振れ止め 吊金具

空冷マルチパッケージユニット屋内機設置参考図　NO SCALE

注　記

１．特記なき冷媒管・ドレン管は天井配管とする｡

　　耐火処理を施す(耐火１時間以上の性能)

２．冷媒配管中の　　　　　表示は､防火及び耐火区画貫通部を示し､

　　(鋼板製 高耐食溶融亜鉛メッキ仕上、底板共)

３．冷媒配管にて、屋外露出部分は化粧カバーを取付る｡

　　：ＰＳ０６０ＷＬ－０４６７(中空壁)

　　：ＰＳ０６０ＷＬ－００２５(壁)

　　：ＰＳ０６０ＦＬ－００２６(床)

５.

６.

７．屋外機～屋内機への操作配線は冷媒配管共巻とし､本工事とする｡

８．はつり表示のない配管貫通部は既設貫通口再利用とする｡

：防火区画・防火上主要な間仕切り壁を示す｡４.

：床,壁はつりを示す｡

：梁はつりを示す｡

２階 連携プロジェクト研究・実験室,共用実験室１,２

３階 オープンラボ３-１,２-１

４階 オープンラボ５-１,４-１

９．１階 学生実験室,オープンラボ１-１

は、天井下屋内露出配管とし､上記以外は天井内隠ぺい配管とする｡

10． は土間範囲を示す｡(１階ボンベ庫,保管庫)

ＧＶ２０

ＧＶ２０

H

HR

温水管(往)

温水管(返)

R1～R7

　５０φ×１５０Ｌ２５Ａ

　７５φ×１５０Ｌ３２Ａ

冷媒管は全て １２５φ×１５０Ｌ

配管口径 口径×長さ 数量

　７５φ×３５０Ｌ

１階　梁はつり

　７５φ×３５０Ｌ４０Ａ

３２Ａ

7

液　管記号 ガス管

冷媒配管サイズ (参 考)

1

2

3

4

5

6

名　称

ドレン管D

冷媒管

記　号

配管凡例

１

保管庫

ＧＨＢ

男子トイレ

ＥＨ

２０,２０

(露出配管)

H
R H

数量口径×長さ配管口径

はつり仕様

１階　床・壁はつり

　５０φ×１５０Ｌ２０Ａ ２

２

３

３

３

２

１２.７０φ

２２.２０φ
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１５.８８φ
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９.５２φ

９.５２φ

９.５２φ

１２.７０φ２８.５８φ

２８.５８φ １５.８８φ

2 2 2 2
3

3

5

2

2

2

2

2

2

2

4

5

6

5 2 6

２

Ａ１：１／１００
Ａ３：１／２００
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D

３２

R2 R1 D

３２

R3

D
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学生実験室

ＡＣＰ

２-１
×４

ＡＣＰ ＡＣＰＡＣＰＡＣＰ

教員室１ オープンラボ１-１ オープンラボ１-１ オープンラボ１-２

１-１ １-２３-１ ３-１

３２

３２ ３２

３２ ３２２５ ２５ ２５

D
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３２(床下ピット)

４０(床下ピット)

２５

DR
3

R
1

３２

D

３２

２５

２５

２５

1 ２５
２５

２５

３２

1

３２

３２

２５

２５

D

(鋳鉄蓋)

浸透桝(塩ビ製)２００φ×１,０００Ｈ

吊金具

▽ＦＬ

▽天井

空冷マルチパッケージユニット屋内機設置参考図　NO SCALE

2
,
5
0
0

屋内機(天吊形)

1,580

振れ止め

屋内機(4方向カセット形)

950

▽天井

振れ止め 吊金具

空冷マルチパッケージユニット屋内機設置参考図　NO SCALE

注　記

１．特記なき配管は天井配管とする｡

　　耐火処理を施す(耐火１時間以上の性能)

５．冷媒配管中の　　　　　表示は､防火及び耐火区画貫通部を示し､

　　(鋼板製 高耐食溶融亜鉛メッキ仕上、底板共)

６．冷媒配管にて、屋外露出部分は化粧カバーを取付る｡

　　：ＰＳ０６０ＷＬ－０４６７(中空壁)

　　：ＰＳ０６０ＷＬ－００２５(壁)

　　：ＰＳ０６０ＦＬ－００２６(床)

８.

９.

10．屋外機～屋内機への操作配線は冷媒配管共巻とし､本工事とする｡

11．はつり表示のない配管貫通部は既設貫通口再利用とする｡

：防火区画・防火上主要な間仕切り壁を示す｡７.

：床,壁はつりを示す｡

：梁はつりを示す｡

２階 連携プロジェクト研究・実験室,共用実験室１,２

３階 オープンラボ３-１,２-１

４階 オープンラボ５-１,４-１

12．１階 学生実験室,オープンラボ１-１,ボンベ庫,保管庫

は、天井下屋内露出配管とし､上記以外は天井内隠ぺい配管とする｡

13． は土間範囲を示す｡(１階ボンベ庫,保管庫)

R1～R7

　５０φ×１５０Ｌ２５Ａ

　７５φ×１５０Ｌ３２Ａ

冷媒管は全て １２５φ×１５０Ｌ

配管口径 口径×長さ 数量

　７５φ×３５０Ｌ

１階　梁はつり

　７５φ×３５０Ｌ４０Ａ

３２Ａ

液　管記号 ガス管

冷媒配管サイズ (参 考)

1

2

3

4

5

6

名　称

ドレン管D

冷媒管

記　号

配管凡例

男子トイレ

ＥＨ

３２,３２

数量口径×長さ配管口径

はつり仕様

１階　床・壁はつり

　５０φ×１５０Ｌ２０Ａ ２

２

７

３

３

２

１２.７０φ

２２.２０φ

１２.７０φ

１５.８８φ

１９.０５φ

２５.４０φ

６.３５φ

９.５２φ

９.５２φ

９.５２φ

２８.５８φ １５.８８φ

2 2 2 2
3

3

5

2

2

2

22

3

5 2 3

２

低圧蒸気管(往)

低圧蒸気管(返)

３２,３２

※

※

※
４．

３．

２． ：太線部分は改修を示す。

：細線部分は既設を示す。

：既設配管接続位置を示す｡

既設５０,２０,４０
(床下ピット)

(床下ピット)

既設５０,２０,４０
(床下ピット)

蒸気ラジエター 壁掛 １.０ｋＷ

(再利用品)

上記を超えるものは型鋼にて支持する。

Ｈ＝１.５ｍ以下、重量１００ｋｇ以下とする。

Ｈ＝１.５ｍ以下、重量１００ｋｇ以下とする。

上記を超えるものは型鋼にて支持する。

H
H

管末トラップ装置２０

３２

Ａ１：１／１００
Ａ３：１／２００

月 日

図面名称

縮尺

承認 検図検図 製図

年月日

工事名称

図面番号

北見工業大学総合研究棟改修（応用化学系）設計業務（設備）

設計業務名

北見工業大学総合研究棟（応用化学系）改修機械設備工事

７

年 度

一級建築士事務所

第１２９６１号

本社・東京事務所

札幌事務所・東北事務所

Ｒ７　 　７　 ３１

Ｎ

UP

PS

PS

C階段室

男子
トイレ

風除室 

給湯

EPS

緊

B階段室

25,900

5,5001,6507,8753,0007,875

1階平面図(改修後)　S=1/100
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空調設備　１階平面図(改修後)

Ｍ－０７

PS

廊下

オープンラボ1-1

教員室1

オープンラボ1-2

学生実験室

ボンベ庫

保管庫

造
田

奥
井

河
合

松
本
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